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区　　名 住吉区

学 校 名 清水丘小学校

学校長名 岩崎　哲

　文部科学省による「全国学力・学習状況調査」について、令和６年４月18日（木）に、６

年生を対象として、「教科（国語・算数）に関する調査」と「児童質問調査」を実施いたし

ました。

　大阪市教育委員会では、保護者や地域の皆様等に説明責任を果たすとともに、より一層教

育に関心をお持ちいただき、教育活動にご協力いただくため、各学校が調査結果や調査結果

から明らかになった現状等について公表するものとしています。

　本校でも、調査結果の分析を行い、これまでの成果や今後取り組むべき課題について明ら

かにしてまいりましたので、本市教育委員会の方針に則り公表いたします。

　なお、本調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動

の一側面に過ぎません。

１　調査の目的

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や
学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るととも
に、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さら
に、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

・国・公・私立学校の小学校第６学年の原則として全児童

２　調査内容

教科に関する調査

・国語
・算数

質問調査

・児童に対する調査
・学校に対する調査

３　調査の対象

・清水丘小学校では、第６学年８２名

令和６年度「全国学力・学習状況調査」の結果

－分析から見えてきた成果・課題と今後の取組について－



質問調査より

学校名 清水丘小学校

 国語科の平均正答率は、大阪市平均を2ポイント、全国平均を３．７ポイント下回った。観点別にみ
ると、「言葉の特徴や使い方に関する事項」「情報の扱いに関する事項」「読むこと」に関しては、
全国平均を上回れなかったものの、大阪市平均とはほぼ同じ、若しくは少し上回る結果となった。
「話すこと・聞くこと」「書くこと」に関しては大阪市平均をそれぞれ５．７ポイント、６．８ポイ
ント下回る結果となった。
　算数科の平均正答率は、大阪市平均を６ポイント、全国平均を７．４ポイント下回った。領域別の
正答率を見ると、「数と計算領域では６．３ポイント、「図形」領域では５．５ポイント、「変化と
関係」の領域では１０．６ポイント、「データの活用」領域では３．６ポイント下回った。

,

教科に関する調査より

［国語］言葉と特徴や使い方については定着している。情報の扱い方に関する事項についても、力が定着して
きているといえる。また「読むこと」に関しても、しっかり内容を理解し、作者や筆者の思いを受け止めるこ
とができるようになってきている。しかし、「話すこと・聞くこと」「書くこと」に関しては特に力をつけさ
せる必要がある。日頃から集中して話を聞き、内容を正確に聞き取ったり、順序だてて話したりする機会を増
やす必要がある。また、自分の考えや理由を明確にしながら書いたり、文章の要約を書いたりする力も高めて
いく必要がある。
［算数］「図形」領域では、単に形や面積を求める公式を覚えるのではなく、その性質や特徴、構成要素を読
み取り、多面的に図形を認識する力を高める必要がある。「変化と関係」の領域では、２つの数量の関係を
しっかり見極め、それを活用する力を高めていく必要がある。２つの数量の関係を、しっかり自分の言葉で説
明できることが大切である。「データの活用」の領域では、グラフを単に読み取るだけではなく、そのグラフ
の表す意味や、そのグラフからわかることをしっかり読み取る力を高めていく必要がある。
算数科においても、計算力を高めるために反復練習を行ったり、四季の意味や計算方法の意味を確実に理解で
きるようにするなど、基礎基本の定着が不可欠である。

　国語科においては、「話す力・聞く力」を高めるため、日ごろより自分の思いや考えをしっかりもち、それ
を順序だてて話したり、友達の意見に興味をもって耳を傾け、自分の意見と比較しながら聞いたりするなどを
意識した授業展開が必要である。文章の要約をしたり、日記や感想を書いたりする機会を多く設定し、それを
発表したり感想を述べ合ったりする機会を大切にしていく。また、言葉自体に着目したり、情景描写や表現方
法にも注目するなど、日ごろから言語感覚を磨く学習展開を心掛ける必要がある。算数科においては、定着度
に個人差があるため、反復練習を行ったり補充問題に取り組んだりするなど基礎基本の定着が必須である。特
に「数と計算」領域では、何度も練習を行うことで、計算の仕方を定着させ、「早く」「簡単で」「正確な」
計算力を身に着けさせるようにする。「変化と関係」の領域においては、大阪市平均と大きく下回っている結
果となったので、二つの数量の関係をしっかり捉えられるような学習展開ができるよう、指導力向上に努めた
い。集中して問題に取り組む姿勢を、日ごろから児童に身につけさせるようにしたい。

「自分にはよいところがありますか。」「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか」と
いう質問に対しては、肯定的回答率が８１．５％、９６．３％と高く、自己肯定感の高さがうかがえる。「朝
食は食べていますか」「毎日同じくらいの時間に寝ていますか/起きていますか」の問いにも肯定的回答率が高
く、それぞれの家庭で規則正しい生活を送っている児童が多いことがわかる。ただ、「いじめはどんな理由が
あってもいけないことがと思いますか」「学校に行くのは楽しいと思いますか」「地域や社会をよくするため
に何かしてみたいと思いますか」などの質問には、肯定的回答率が大阪市・全国平均をともに下回った結果と
なった。いじめを許さない雰囲気を高め、誰もが安心して活動できる学校づくりをより一層進めながら、自分
の良さを周りの人や地域・社会に貢献しようという夢がもてるようにしていきたい。友達関係、学習など様々
な場面で子どもたちが輝けるような場を作っていくことが急務である。

分析から見えてきた成果・課題

令和６年度「全国学力・学習状況調査」結果の概要

今後の取組(アクションプラン)



国語 国語

学校 64 学校 2.4

大阪市 66 大阪市 3.3

全国 67.7 全国 4.2

学校 大阪市 全国 学校 大阪市 全国

4 64.3 63.1 64.4 6 58.5 64.8 66.0

1 85.4 85.0 86.9 4 59.1 64.6 66.3

1 72.0 75.3 74.6 0

3 49.6 55.3 59.8 3 40.2 50.8 51.7

2 59.1 65.9 68.4 4 56.4 60.0 61.8

3 70.3 70.1 70.7

3.2

3.4

C 読むこと

D データの活用

(1)言葉の特徴や使い
方に関する事項

(2)情報の扱い方に
関する事項

(3)我が国の言語文
化に関する事項

A 話すこと・聞くこと

B 書くこと

A 数と計算

B 図形

C 測定

C 変化と関係

【　全体の概要　】

学習指導要領
の内容

対象
設問数
（問）

平均正答率(％) 学習指導要領
の領域

対象
設問数
（問）

平均正答率(％)

【　国　語　】 【　算　数　】
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1 ほぼ毎日 2 週３回以上 3 週１回以上

4 月１回以上 5 月１回未満 6 その他・無回答

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば、当てはまらない

4 当てはまらない 5 その他・無回答

37

質問番号

質問事項

27

５年生までに受けた授業で、
PC・タブレットなどのICT機器
を、どの程度使用しましたか

授業や学校生活では、友達や
周りの人の考えを大切にして、
お互いに協力しながら課題の
解決に取り組んでいますか

9.9
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児童質問より



1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば、当てはまらない

4 当てはまらない 5 その他・無回答

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば、当てはまらない

4 当てはまらない 5 その他・無回答

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば、当てはまらない

4 当てはまらない 5 その他・無回答

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば、当てはまらない

4 当てはまらない 5 その他・無回答

1 当てはまる 2 どちらかといえば、当てはまる 3 どちらかといえば、当てはまらない

4 当てはまらない 5 その他・無回答

10

質問番号

質問事項

9

自分には、よいところがあると
思いますか

先生は、あなたのよいところを
認めてくれていると思いますか

13

いじめは、どんな理由があって
もいけないことだと思いますか

16

学校に行くのは楽しいと思い
ますか

25

地域や社会をよくするために
何かしてみたいと思いますか
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児童質問より



1 家で勉強や読書をしている 2
放課後子供教室や放課後児童クラ
ブ（学童保育）に参加している

3
地域の活動に参加している（地域
学校協働本部や地域住民などによ
る学習・体験プログラムを含む）

4
学習塾など学校や家以外の場所で
勉強している

5
習い事（スポーツに関する習い事を
除く）をしている

6
スポーツ（スポーツに関する習い事
を含む）をしている

7
家でテレビや動画を見たり、ゲーム
をしたり、SNSを利用したりしている

8 家族と過ごしている 9 友達と遊んでいる

10 １～９に当てはまるものがない

質問番号

質問事項

26

放課後や週末に何をして
過ごすことが多いですか
（複数選択）
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児童質問より(26)



学校 

1 よく行った 2 どちらかといえば、行った 3 あまり行わなかった

4 全く行わなかった 5 その他・無回答

学校 

1 よく行った 2 どちらかといえば,行った 3 あまり行わなかった

4 全く行わなかった 5 その他・無回答

学校 

学校 

学校 

「」を選択

質問番号

質問事項

71 「どちらかといえば、行った」を選択

調査対象学年の児童に対し
て、前年度までに、家庭学習
の取組として、学校では、家庭
での学習方法等を具体例を挙
げながら教えましたか

72 「どちらかといえば,行った」を選択

調査対象学年の児童に対し
て、前年度までに、家庭学習
について、児童が自分で学ぶ
内容や学び方を決めるなど、
工夫して取り組めるような活動
を行いましたか

「」を選択

「」を選択

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10学校質問より
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学校 

1 そう思う 2 どちらかといえば、そう思う 3 どちらかといえば、そう思わない

4 そう思わない 5 その他・無回答

学校 

1 そう思う 2 どちらかといえば、そう思う 3 どちらかといえば、そう思わない

4 そう思わない 5 その他・無回答

学校 

1 そう思う 2 どちらかといえば、そう思う 3 どちらかといえば、そう思わない

4 そう思わない 5 その他・無回答

学校 

1 そう思う 2 どちらかといえば、そう思う 3 どちらかといえば、そう思わない

4 そう思わない 5 その他・無回答

学校 

1 よくしている 2 どちらかといえば、している 3 あまりしていない

4 全くしていない 5 その他・無回答

23 「どちらかといえば、そう思う」を選択

質問番号

質問事項

8 「そう思う」を選択

スクールカウンセラーやスクー
ルソーシャルワーカーによる教
育相談に関して、児童が相談
したい時に相談できる体制と
なっていますか

21 「そう思う」を選択

各児童の様子を、担任や副担
任だけでなく、可能な限り多く
の教職員で見取り、情報交換
をしていますか

教職員が困っているとき、互い
に相談できる雰囲気があると
思いますか

28 「どちらかといえば、そう思う」を選択

調査対象学年の児童は、授業
や学校生活では、友達や周り
の人の考えを大切にして、お
互いに協力しながら課題の解
決に取り組めていると思います
か

39 「よくしている」を選択

調査対象学年の児童に対し
て、特別の教科 道徳におい
て、取り上げる題材を児童自ら
が自分自身の問題として捉
え、考え、話し合うような指導
の工夫をしていますか

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10学校質問より

50.9

52.2

42.8

38.4

5.3

7.8

1.1

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大阪市

全国

76.7

81.0

23.0

18.6

0.4

0.3 0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大阪市

全国

59.7

72.3

38.5

27.1

1.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大阪市

全国

30.7

31.7

62.5

61.9

6.7

6.20.10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大阪市

全国

31.1

35.2

66.4

60.8

2.5

3.9 0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大阪市

全国


